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（m3/s）

件数 許可量 件数 許可量 件数 許可量

上水 12 0.616 1 0.313 13 0.929

工水 2 1.386 2 0.128 4 1.514

農水 202 45.832 15 3.771 217 49.603

発電 22 146.670 ― ― 22 146.670

計 238 194.504 18 4.212 256 198.716

用水別
二ツ井地点上流 二ツ井地点下流 計

５．水利用の現状

５－１ 水利用の現況

現在の米代川の利水状況は、発電用水を除くと、農業用水が最も多く、次いで、工業水道、上

水道の順になっている。農業用水については、約15,100haに及ぶ耕地のかんがいに利用され、水

力発電としては、明治30年に建設された銚子第一発電所をはじめとする22ヶ所の発電所により、

総最大出力約74,400kwの発電を行っており、また上水道用水として鹿角市、大館市、能代市等で

取水が行われている。米代川の利水現状は表５－１、米代川本川の主な取排水系統図は図５－２

に示すとおりである。

表5-1 米代川利水現況（法定水利権ベース）

図5-1 米代川水利用割合
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←熊沢川

←夜明島川

←別所川

←犀川

←引欠川

←摩当川

←小猿部川

←阿仁川

←内川

←檜山川

小
又
川

常盤川→

種梅川→

藤琴川→

前山川→

綴子川→

山館川→

長木川→

山田川→

岩瀬川→

早口川→

糠沢川→

東雲開拓揚水機場 0.500←

綴子揚水機場 1.482←
→2.688 鷹巣三堰揚水機場

→1.113 陣場岱揚水機場

→0.984 富根揚水機場

→0.313 能代市上水道
→0.105 能代火力発電工業用水
→0.023 新秋木工業用水

米代頭首工 5.287←

花輪大堰頭首工 2.443←

大湯川→

大館と畜排水 →

今泉排水樋管（今泉川）→

天内排水樋管（天内川）→

久喜沢川排水樋門（久喜沢川）→

落合第一樋管 →
吹越排水樋門 → ← 檜山川水樋門

←（悪土川）早川水門

← 外川原排水樋門

← 板沢排水樋管

森吉山ダム
（建設中）

日本海

■
二ツ井

■
鷹巣

■
十二所

凡 例

直轄管理区間

主要地点

堰

発電所

※数値は最大取水量m／s
3

一の渡頭首工 0.150←

→0.182 尾去沢第一揚水機場

→0.109 開発堰

高屋揚水機場 0.109←

葛原取水堰 0.356←

曲田第一揚水機場 0.116←

猿間揚水機場 0.166←

粕毛川→ 小
阿
仁
川

湯瀬発電所 6.120←

→6.680 碇発電所

早口発電所 6.000←

扇平第３発電所 7.000←

沼平第６発電所 7.000←

→7.000 新大楽前発電所

→5.700 新大楽前発電所

素波里発電所 12.00←

二級河川馬場目川水系

→14.000 杉沢発電所

→16.500 小又川第４発電所

→13.510 小又川第１発電所

小又川第２発電所 5.200←

荻形ダム

素波里ダム

早口ダム

大湯第４発電所 8.700←

↓

↑

注）発電については取水量5.0m /s以上を記載、また、他の水利については最大取水量ベースで0.1m /s以上を記載した。
3 3

図5-2 米代川本川の主な取排水系統図
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５－２ 渇水被害の概要

米代川における主な渇水は、かなりの範囲にわたり深刻な被害をもたらした昭和48年渇水をは

じめ、以降昭和53年、昭和57年、昭和59年、昭和60年、昭和63年、平成元年、平成11年と慢性的

に発生している。このような渇水時には、農業用水使用者は番水や反復利用等により対応し、都

市部においては給水制限などにより対応している。

昭和53年8月4日 昭和57年7月28日

朝日新聞より 讀賣新聞より

昭和48年渇水（給水車の出動） 平成11年8月渇水（二ツ井地点）
出典：能代工事事務所資料出典：森吉山ダム工事事務所資料
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表5-2 米代川の主な渇水被害状況

年 渇 水 名 内 容 被 害 状 況

昭和48年 昭和 48年渇水 空 梅 雨 に よ る 少 雨 の 為 、 二 ツ 井 今 泉 揚 水 機 他 1ヶ 所 が 取 水 不 能 と な

(7/24～ 7/31) 地 点 で 過 去 ５ ヵ 年 平 均 渇 水 流 量 る。

42m /sを 下 回 り 14 m /sと なっ た 能 代 市 水 道 で 塩 水 溯 上 が あ り 、 上 水
3 3

が、 30日夜半の雨により 49 m /s に混じったが給水制限はなかった。
3

まで回復した。

昭和53年 昭和 53年 7,8月渇水 異 常 高 温 と 日 照 り の 為 、 S.4 8以 水 位 低 下 に よ り 取 水 困 難 箇 所 が 続 出

(7/27～ 8/15) 来 の 渇 水 と な り 、 二 ツ 井 地 点 で し 、 河 口 付 近 で は 満 潮 時 に 海 水 が 逆

過 去 ５ ヵ 年 平 均 渇 水 流 量 52m / s 上し、取水障害等が生じた。
3

を 下 回 り 20m / sと な っ た が 、 14
3

～ 15日の雨により回復した。

平成元年 平成元年8月渇水 二 ツ 井 地 点 で 過 去 ５ ヵ 年 の 平 均 大 館 地 区 で は 農 作 物 へ の 影 響 が 心 配

(7/31～ 8/28) 渇 水 流 量 48 m / sを 下 回 る 14 m / s され、能代市では用水不足 3,000ha、
3 3

と な り 注 意 が よ び か け ら れ て い 亀 裂 は 1, 4 4 5 h aに の ぼ り 、 異 例 の 能

た が 、 28日 未 明 の 台 風 18号 に よ 代山本干ばつ本部が設置された。

り回復した。

平成４年 平成4年 7月渇水 二 ツ 井 地 点 で 過 去 ５ ヵ 年 の 平 均 合 川 町 で は 8ヵ 所 の た め 池 の 平 均 貯

（7/15～ 7/18） 渇 水 流 量 44 m / sを 下 回 る 34 m / s 水量が平年の 15%にまで落ち込んだ。
3 3

と な っ た が 、 18日 か ら の 降 雨 に 鷹 巣 町 で は 一 部 の 水 田 に 亀 裂 が 生 じ

より回復した。 た。畑作物にも品質低下が生じた。

。平成11年 平成 11年 8月渇水 二 ツ 井 地 点 で 過 去 ５ ヵ 年 の 平 均 上小阿仁村では水道に断水が生じた

（8/6～ 8/21） 渇 水 流 量 57 m / sを 下 回 る 39 m / s 山 本 郡 で は 養 鶏 1, 6 4 5羽 が 死 亡 、 八
3 3

と な っ た が 、 22日 か ら の 降 雨 に 竜 町 で 牛 1頭 が 死 亡 し た 。 田 代 町 で

より回復した。 は 水 田 に 亀 裂 が 生 じ た 。 畑 作 物 に も

枯死や品質低下が生じた。




